
『
魅
力
あ
る
景
色
は
重
要
な
観
光
資
源
』

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ
り
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
平
素
は
当
協

会
の
事
業
運
営
に
多
大
な
る
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
は
、
綾
戸
の
勘
定
海
路
遺
跡
の

発
掘
調
査
に
よ
り
、
平
安
時
代
の
高
級

陶
器
「
緑
釉
（
り
ょ
く
ゆ
う
）
陶
器
」

や
文
字
が
記
さ
れ
た
「
墨
書
土
器
」、

さ
ら
に
掘
立
柱
建
物
跡
や
灌
漑
用
水
路

跡
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
成

果
は
古
代
の
人
々
の
生
活
を
垣
間
見
る

こ
と
が
で
き
る
大
変
貴
重
な
成
果
で
あ

り
、
歴
史
愛
好
家
の
間
で
大
き
な
魅
力

と
な
り
ま
し
た
。

　

毎
年
多
く
の
カ
メ
ラ
マ
ン
を
惹
き
つ

け
る「
ア
グ
リ
パ
ー
ク
竜
王
」の
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
や
「
妹
背
の
里
」
の
桜
、
新
た

に
注
目
を
集
め
た
「
善
光
寺
川
沿
い
ハ

ナ
モ
モ
街
道
」
の
鯉
の
ぼ
り
な
ど
、
竜

王
町
の
美
し
い
景
観
は
多
く
の
人
々
を

魅
了
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
も
話
題
と
な
り
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
鵜
川
天
満
宮
の
紫
陽

花
は
参
拝
者
に
彩
り
を
添
え
、
岡
屋
農

村
環
境
を
守
る
会
が
手
が
け
た
コ
ス
モ

ス
畑
は
地
元
住
民
や
観
光
客
の
憩
い
の

場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
有
志
の
方
々
の
ご
努
力
は
、
地
域
の

自
然
と
文
化
を
守
り
な
が
ら
新
た
な
魅

力
を
創
出
し
て
お
り
、
今
後
の
発
展
に

も
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
鏡
山
の
鳴
谷
渓
谷
は
県
内
外
の
ハ

イ
カ
ー
に
も
大
人
気
の
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
と
な
り
、
美
し
い
風
景
は
、
地

域
の
魅
力
を
高
め
る
重
要
な
観
光
資

源
で
あ
る
と
改
め
て
実
感
し
て
お
り
ま

す
。

　

竜
王
町
に
は
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い

多
く
の
自
然
景
観
や
歴
史
文
化
が
あ

り
、
こ
れ
ら
を
発
見
し
伝
え
る
こ
と
で

町
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と

確
信
し
て
お
り
ま
す
。
当
協
会
も
皆
様

の
知
恵
や
工
夫
を
取
り
入
れ
、
地
域
振

興
に
引
き
続
き
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

三
月
十
六
日
（
日
）
に
は
、「
鏡
の

里
元
服
式
」
を
鏡
神
社
で
開
催
い
た
し

ま
す
。
源
義
経
が
鏡
宿
（
か
が
み
の

し
ゅ
く
）
で
元
服
し
た
伝
承
に
ち
な
ん

だ
こ
の
式
典
は
、
人
生
の
節
目
を
迎
え

た
方
々
が
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
祝
う
も

の
で
、
十
三
歳
以
上
の
ど
な
た
で
も
参

加
が
可
能
で
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
の
ご

応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
は
国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
の

開
催
と
竜
王
町
町
制
七
十
周
年
を
迎
え

る
年
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
記
念
す

べ
き
一
年
を
契
機
に
、
地
域
の
歴
史
と

文
化
を
さ
ら
に
発
信
し
、
新
た
な
観
光

ル
ー
ト
の
開
発
や
地
元
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ

活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
参
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。
ど
う
か
皆
様
の
ご
協

力
ご
支
援
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

最
後
に
、
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
新
年
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

竜
王
町
観
光
協
会邑　

地
　
礼
　
子

副
会
長
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竜
王
町
の
北
に
位
置
す
る
川
上
は
、
人
口

約
七
十
名
の
小
さ
な
集
落
で
す
。
中
世
期

在
地
史
料
に
は
近
世
の
村
名
と
し
て
文
明

十
七
年
（
一
四
八
五
年
）
に
川
上
が
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
平
均
村
石
高
は

四
百
二
十
石
で
、
慶
長
十
九
年
（
一
六
四
九

年
）
村
高
一
五
五
石
四
六
と
わ
ず
か
百
余
石

の
小
村
な
が
ら
七
領
域
の
相
給
村
（
複
数
の

旗
本
や
大
名
家
臣
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い

た
村
）
と
な
り
、
幕
末
ま
で
こ
の
状
態
が
続

い
て
い
ま
し
た
。
こ
の
川
上
の
史
跡
と
し
て

次
の
四
点
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

木
造
地
蔵
菩
薩
半
跏
像　

写
真
①

　

像
高
八
五
・
五
㎝
で
左
足
の
膝
下
を
台
座

よ
り
垂
下
す
る
半
跏
像
で
、
由
来
等
は
明
ら

か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
鎌
倉
時
代
初
頭
の

造
像
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
町
指
定
の
文
化

財
で
川
上
の
子
安
地
蔵
さ
ん
と
し
て
大
切
に

守
ら
れ
て
い
ま
す
。

相
好
山
光
明
寺

　

真
宗
仏
光
寺
派
に
属
し
、
京
都
仏
光
寺
の

末
寺
で
す
。
寺
宝
と
し
て
吉
野
時
代
初
頭

（
一
三
四
〇
年
頃
）
の
光
明
寺
尊
図
や
織
豊

時
代
初
頭
（
一
五
五
〇
年
頃
）
の
紙
本
著
色

絵
系
図
（
写
真
②
）
が
保
存
さ
れ
町
指
定
の

文
化
財
で
す
。
寺
の
欄
間
彫
刻
は
『
二
十
四

孝
』（
七
三
五
年
中
国
の
孝
行
が
後
世
の
範

と
し
て
、
特
に
優
れ
た
人
物
二
十
四
人
を
取

り
上
げ
た
書
物
）
の
十
四
人
の
物
語
の
彫
刻

で
す
。
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
年
）
作
と
棟

札
が
あ
り
、
歴
史
を
感
じ
る
欄
間
で
す
。

柴
田
勝
家
判
物
（
中
津
井
文
書
）

　

中
世
近
江
に
は
村
人
達
が
自
治
を
行
う

「
惣
村
」
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
共
有
田
畠
の

証
文
や
村
の
掟
な
ど
文
書
が
守
り
伝
え
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
川
上
に
は
七
村
（
川
上
・
弓

削
・
川
守
・
綾
戸･

加
與
丁
・
橋
本
・
信
濃
）

で
構
成
さ
れ
た
中
津
井
郷
（
井
水
組
合
）
の

文
書
と
し
て
、
柴
田
勝
家
判
物
（
中
津
井
文

書
）
が
厳
重
に
箱
（
写
真
③
）
で
収
め
ら
れ
、

大
切
に
守
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
中
津
井
郷

は
、
十
六
世
紀
初
頃
か
ら
存
在
し
、
近
隣
の

井
郷
と
争
論
を
明
治
時
代
ま
で
繰
り
返
し
て

い
ま
し
た
。

　

中
津
井
郷
と
そ
の
上
流
に
位
置
す
る
宮
井

郷
と
の
間
に
水
争
い
が
起
こ
り
、
そ
の
判
定

が
勝
家
の
も
と
へ
持
ち
込
ま
れ
、
勝
家
は
用

水
路
を
掘
削
し
て
中
津
井
郷
へ
水
を
流
す
な

『
川
上
の
史
跡
』

ど
指
示
し
ま
し
た
。
写
真
④
の
文
書
は
、
天

正
三
年
（
一
五
七
五
年
）
六
月
二
十
五
日
付

で
、
勝
家
の
近
江
時
代
に
お
け
る
統
治
を
具

体
的
に
示
す
貴
重
な
資
料
で
、
勝
家
が
越
前

へ
赴
任
す
る
直
前
の
も
の
に
な
り
ま
す
。

　

元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
年
）
近
江
を
支
配

す
る
織
田
信
長
は
、
江
南
の
各
郡
に
有
力
な

武
将
を
配
し
、
民
政
・
軍
事
両
面
で
支
配
権

を
与
え
ま
し
た
。
蒲
生
郡
を
任
さ
れ
た
の

は
、
長
光
寺
城
（
近
江
八
幡
市
）
の
柴
田
勝

家
で
し
た
。
勝
家
は
、
信
長
の
父
の
代
か
ら

の
家
臣
で
、
年
齢
的
に
も
武
功
に
お
い
て
も

家
中
で
一
目
置
か
れ
る
宿
老
で
し
た
。
し
か

し
、
蒲
生
を
支
配
し
た
勝
家
文
書
は
余
り
地

元
に
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

中
津
井
文
書
（
町
指
定
文
化
財
）
は
百
三�

十
三
点
の
古
文
書
と
絵
図
か
ら
な
る
貴
重
な

歴
史
資
料
で
川
上
の
お
宝
で
す
。

苗
村
神
社
祭
礼

　

慶
長
四
年
（
一
五
九
九
年
）
初
発
の
三
十�

三
年
に
一
度
の
大
祭
は
三
十
余
郷
と
よ
ば
れ

る
竜
王
町
を
中
心
と
す
る
集
落
が
参
加
し
ま

す
。
ま
た
、
そ
の
中
の｢

九
村
（
く
む
ら
）

｣

と
よ
ば
れ
る
組
織
は
、
境
内
や
御
旅
所
で

様
々
な
芸
能
を
奉
納
し
、
大
祭
の
特
別
な
役

割
を
務
め
て
い
ま
す
。
九
村
に
入
っ
て
い
る

川
上
は
、
小
集
落
で
あ
り
ま
す
が
単
独
で
奉

納
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
よ
り

財
力
や
権
力
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
ま
す
。

山
車
は
、
白
鷺
山
と
よ
ば
れ
大
祭
に
代
々
奉

納
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
白
鷺
は
、
五
穀
豊
穣

を
祝
う
鳥
、
百
姓
の
神
と
し
て
祀
ら
れ
て
き

た
こ
と
か
ら
、
五
穀
豊
穣
を
祈
る
た
め
山
車

の
名
を
白
鷺
山
と
名
付
け
式
年
大
祭
に
奉
納

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
白
鷺
囃
子
と
い
う
曲
名
も
古
来
よ

り
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

例
祭
は
四
月
二
十
日
に
九
村
に
よ
っ
て
行

わ
れ
、
川
上
が
担
当
す
る
太
鼓
の
合
図
に
よ

り
各
棒
侍
者
が
拝
殿
前
に
参
集
し
ま
す
。
節

句
祭
（
五
月
五
日
）
に
於
い
て
も
川
上
は
太

鼓
の
役
割
で
す
。

　

苗
村
神
社
祭
礼
は
、
毎
年
例
祭
や
節
句
祭

の
当
屋
と
そ
の
他
数
々
の
役
割
が
あ
り
、
区

民
の
大
半
が
参
加
す
る
川
上
地
区
の
二
大
行

事
で
も
あ
り
ま
す
。③ ①

④ ②

甲津美紀子 氏

竜王歴史倶楽部

（川上）
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シ
リ
ー
ズ
ふ
る
さ
と
探
訪
66

「
橋
」
と
「
鬼
」
の
お
は
な
し

山
本
　
茂 

氏 

（
美
松
台
）

超
科
学
的
な
力
、
得
体
の
知
れ
ぬ
恐
ろ
し
い

化
け
物
と
し
て
描
か
れ
、
そ
の
体
色
は
赤
・

青
・
黄
・
緑
・
黒
の
五
色
が
あ
り
、
そ
の
種

類
は
数
知
れ
ず
、
酒
呑
童
子
、
目
一
鬼
（
ま

ひ
と
つ
お
に
）、牛
頭
・
馬
頭
（
ご
ず
・
め
ず
）、

鬼
女
、
三
吉
鬼
（
さ
ん
き
ち
お
に
）
な
ど
が

あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

そ
れ
で
は
、「
安
義
橋
の
鬼
」
は
、
一
体

ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ

の
抜
粋
概
要
を
出
典
元
で
あ
る
『
今
昔
物
語

集
』
か
ら
掲
載
す
る
。

　

…
近
江
守
の
従
者
の
若
者
達
が
宴
の
席
で

「
最
近
、
安
義
橋
を
渡
る
者
が
い
な
く
な
っ

た
」
と
い
う
話
が
出
た
時
、
一
人
の
若
者
曰

く
「
館
で
一
番
の
馬
に
乗
れ
ば
、
た
と
え
鬼

と
出
会
お
う
と
も
渡
り
き
れ
る
」
と
豪
語
し

た
た
め
、
自
分
が
行
く
羽
目
に
な
る
。
男
は

馬
を
借
り
、
用
心
の
た
め
に
そ
の
尻
に
油

を
塗
る
と
橋
に
向
か
っ
た
。
夕
暮
れ
近
く
に

な
っ
て
橋
に
着
く
と
、
も
う
人
影
は
見
え
な

い
。
怖
々
、
橋
を
渡
る
と
中
ほ
ど
に
女
官
ら

し
き
姿
が
あ
っ
た
。
人
で
は
な
い
と
感
じ
て

駆
け
抜
け
よ
う
と
す
る
と
、
女
が
声
を
掛
け

て
き
た
。無
視
し
て
逃
げ
る
よ
う
に
駆
け
る
。

女
は
鬼
の
姿
に
変
わ
っ
て
追
っ
て
く
る
。
身

の
丈
は
九
尺
（
約
三
ｍ
）
も
あ
っ
て
緑
青
の

色
、
顔
は
朱
色
で
丸
い
目
が
一
つ
、
指
は
三

本
で
そ
の
爪
は
五
寸
（
約
一
五
㎝
）、
恐
ろ

し
い
形
相
で
あ
る
。
鬼
は
何
度
も
馬
を
捕
ま

え
よ
う
と
し
た
が
、
尻
の
油
の
せ
い
で
捕
ら

え
る
こ
と
が
出
来
ず
、「
必
ず
い
つ
か
は
会
っ

て
や
る
ぞ
」
と
捨
て
台
詞
を
言
っ
て
消
え
て

い
っ
た
。

　

命
拾
い
し
た
男
は
館
に
逃
げ
帰
り
、
鬼
の

様
子
を
家
人
に
話
し
た
。
そ
の
後
、
男
の
家

で
は
奇
怪
な
事
が
続
く
の
で
、
陰
陽
師
の
勧

め
で
物
忌
み
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
物
忌
み

の
夕
刻
、
奥
州
に
い
た
弟
が
戻
っ
て
き
た
。

最
初
は
物
忌
み
を
理
由
に
入
室
を
拒
ん
だ

が
、
母
親
の
死
を
伝
え
に
来
た
と
い
う
弟
の

言
葉
に
心
を
動
か
さ
れ
対
面
。
和
や
か
な
歓

談
が
続
い
た
が
、
突
然
、
男
た
ち
は
取
っ
組

合
い
の
喧
嘩
と
な
る
。妻
が
駆
け
つ
け
る
と
、

男
が
弟
を
組
敷
き
「
刀
を
く
れ
」
と
妻
に
命

じ
る
。
だ
が
、
兄
弟
喧
嘩
と
思
っ
て
妻
は
応

じ
な
い
。
ほ
ど
な
く
今
度
は
弟
が
上
に
な
る

と
、
い
き
な
り
男
の
首
を
食
い
千
切
っ
て
し

ま
っ
た
。
そ
し
て
妻
に
向
か
っ
て「
う
れ
し
」

と
言
い
消
え
て
し
ま
う
。
そ
の
顔
は
、
ま
さ

に
夫
が
安
義
橋
で
見
た
と
い
う
鬼
の
顔
そ
の

も
の
で
あ
っ
た
。
人
々
は
、
些
事
の
言
い
争

い
で
命
を
失
う
と
は
愚
か
な
こ
と
だ
と
嘆
き

悲
し
ん
だ
。
そ
の
後
、
祈
祷
が
行
わ
れ
鬼
も

消
え
、
橋
に
い
な
く
な
っ
た
と
語
り
伝
え
ら

れ
て
い
る
。
…

　
『
今
昔
物
語
集
』
は
平
安
時
代
後
期
に
編

纂
さ
れ
た
説
話
集
で
、
全
三
十
一
巻
に
総
計

一
〇
〇
〇
以
上
の
短
編
物
語
が
収
録
さ
れ
て

い
る
。
説
話
は
、
当
時
の
民
衆
生
活
の
一
端

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
史
料
で
あ
る

が
、
仏
教
的
・
儒
教
的
な
教
訓
の
意
識
も
強

く
、
そ
の
時
代
の
人
々
へ
の
教
え
を
含
ん
だ

例
え
話
と
も
な
っ
て
い
る
。
中
で
も
最
も
恐

ろ
し
い
と
さ
れ
る
「
安
義
橋
の
鬼
」
は
、
①

　

竜
王
町
に
は
、
史
実
に
残
る
特
異
な
橋
が

二
つ
あ
る
。
一
つ
は
横
関
川
（
日
野
川
）
の

舟
橋
。
江
戸
期
稀
代
の
浮
世
絵
師
、
歌
川
広

重
が
武
佐
の
西
に
あ
る
日
野
川
の
舟
渡
し
の

様
子
を
描
い
た
『
木
曽
街
道
六
十
九
次
・
武

佐
』（
写
真
①
）
で
あ
る
。
決
し
て
規
模
の

大
き
く
な
い
横
関
の
舟
橋
を
、
絵
画
の
モ

チ
ー
フ
に
選
ん
だ
の
は
、
こ
の
舟
橋
の
ユ

ニ
ー
ク
さ
と
、
こ
の
地
が
醸
し
出
す
風
情
の

影
響
で
あ
ろ
う
か
。
因
み
に
江
戸
期
の
有
名

な
舟
橋
で
は
、
寛
永
十
六
年
架
橋
の
神
通
川

の
も
の
で
あ
り
、
広
重
が
描
い
た
「
越
中
・

富
山
船
橋
」
と
し
て
名
を
あ
げ
、
現
存
し
な

い
が
今
も
当
地
の
名
所
と
な
っ
て
い
る
。
最

長
で
四
三
〇
ｍ
、
川
の
両
岸
に
柱
を
立
て
て

鎖
を
渡
し
、
六
十
四
艘
の
船
を
つ
な
い
だ
も

の
で
あ
っ
た
。

　

あ
と
一
つ
は
安
義
橋
（
現
・
安
吉
橋
）
で

あ
る
。
古
代
、
橋
は
聖
な
る
世
界
と
現
世
的

な
俗
の
世
界
と
の
境
界
（
い
わ
ゆ
る
、
能
楽

に
お
け
る
本
舞
台
と
鏡
の
間
を
繋
ぐ
橋
掛
か

り
の
よ
う
な
も
の　

写
真
②
）
と
考
え
ら
れ

て
い
た
。
ま
た
橋
に
は
妖
怪
が
出
没
す
る
と

言
わ
れ
、
安
義
橋
は
人
食
い
鬼
の
出
る
橋
と

さ
れ
て
い
た
。
鬼
は
決
ま
っ
た
姿
は
な
く
、

木
曽
街
道
六
十
九
次

武
佐
横
関
の
舟
橋

①

橋
掛
か
り

②
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観
光
協
会
は
、
今
年
度
の
役
員
研
修
と
し
て
十
一

月
十
三
日
（
水
）
に
道
の
駅
と
隣
接
ホ
テ
ル
と
の
成

功
事
例
を
テ
ー
マ
に
研
修
し
ま
し
た
。
現
在
、
道
の

駅
ア
グ
リ
パ
ー
ク
竜
王
で
は
隣
接
地
に
マ
リ
オ
ッ
ト

ホ
テ
ル
グ
ル
ー
プ
の
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
が
運
営
す

る
ホ
テ
ル
が
建
設
さ
れ
る
予
定
で
す
。
今
回
は
、
先

進
地
と
し
て
岐
阜
県
郡
上
市
大
和
町
で
営
業
し
て
い

ま
す
道
の
駅
古
今
伝
授
の
里
や
ま
と
と
、
フ
ェ
ア

フ
ィ
ー
ル
ド
・
バ
イ
・
岐
阜
郡
上
ホ
テ
ル
の
運
営
を

研
修
し
ま
し
た
。
近
年
、
コ
ロ
ナ
の
落
着
き
と
円
安

の
影
響
で
訪
日
外
国
人
数
は
、
う
な
ぎ
の
ぼ
り
の
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
町
内
で
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
に
よ
る
外
国
人
観
光
客
は
あ
ま
り
見
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
道
の
駅
古
今
伝
授
の
里
や
ま
と
の

社
長
の
話
で
は
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
・
バ
イ
・
岐
阜

郡
上
ホ
テ
ル
が
誕
生
す
る
と
世
界
中
の
マ
リ
オ
ッ
ト

会
員
が
新
設
ホ
テ
ル
に
興
味
を
持
ち
、
一
部
の
会
員

が
訪
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
実
際
、
郡
上
市
も

こ
れ
ま
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
よ
る
訪
日
外
国
人
は
少

数
で
し
た
が
、
ホ
テ
ル
誕
生
の
お
陰
で
、
近
年
は
多

く
の
外
国
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
ホ
テ
ル
で
は
、
朝

食
以
外
の
食
事
は
提
供
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
周
辺

に
は
飲
食
店
が
出
店
さ
れ
繁
盛
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

私
た
ち
の
長
年
の
願
望
で
も
あ
る
ホ
テ
ル
誕
生
は
、

観
光
誘
客
促
進
や
周
辺
飲
食
店
、
果
樹
狩
り
体
験
等

事
業
に
も
大
い
に
期
待
で
き
る
施
設
で
あ
り
、
一
日

も
早
い
誕
生
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

�

（
観
光
協
会　

事
務
局
）

今
後
の
イ
ベ
ン
ト
・
祭
典
情
報

一
月
一
日（
水
）

　
　

綾
戸
：
苗
村
神
社

　
　

歳
旦
祭

一
月
十
一
日（
土
）午
後
一
時
よ
り

　
　

七
里
：
石
部（
い
そ
べ
）神
社

　
　

弓
始
め
神
事

一
月
十
四
日（
火
）午
後
二
時
よ
り

　
　

田
中
：
八
幡
神
社

　
　

粥
占
い

一
月
二
十
二
日（
水
）～

�

二
月
十
八
日（
火
）

　
　

草
津
近
鉄
一
階
食
品
売
り
場

　
　

�

近
江
路
（
竜
王
町
・
米
原
市
）

開
催

　
　

地
元
特
産
品
販
売

一
月
二
十
四
日（
金
）午
前
九
時
よ
り

　
　

駕
輿
丁
：
延
命
子
安
地
蔵
尊

　
　

延
命
子
安
地
蔵
尊
大
開
帳

二
月
一
日（
土
）～
三
月
十
六
日（
日
）

　
　

竜
王
お
ひ
な
さ
ま
め
ぐ
り

　
　

�

竜
王
町
総
合
庁
舎
、
公
民
館
、

図
書
館
、
苗
村
神
社
社
務
所
、

観
音
禅
寺
、
道
の
駅
ア
グ
リ

パ
ー
ク
竜
王
、
道
の
駅
竜
王
か

が
み
の
里
、
毛
利
志
満
、
岡
喜

本
店
の
九
箇
所
で
展
示

二
月
八
日（
土
）午
後
一
時
よ
り

　
　

七
里
：
石
部（
い
そ
べ
）神
社

　
　

弓
納
め
神
事

三
月
十
六
日（
日
）午
前
九
時
よ
り

　
　

�

鏡
：
道
の
駅
竜
王
か
が
み
の

里
～
鏡
神
社

　
　

�

鏡
の
里
元
服
式

　
　四

月
二
十
日（
日
）

　
　

綾
戸
：
苗
村
神
社

　
　

苗
村
祭
（
例
大
祭
）

五
月
三
日（
土
祝
）

　
　

山
之
上
：
杉
之
木
神
社
界
隈

　
　

ケ
ン
ケ
ト
祭
り

五
月
五
日（
月
祝
）

　
　

綾
戸
：
苗
村
神
社

　
　

節
句
祭
・
流
鏑
馬
神
事

鬼
に
立
ち
向
か
う
軽
佻
浮
薄
な
男
へ
の
行
動
の
戒
め
で

あ
り
、
ま
た
②
物
忌
み
（
家
門
を
閉
ざ
し
て
慎
み
、
訪

客
が
来
て
も
決
し
て
会
わ
な
い
）
の
禁
を
破
っ
た
罰
と

の
教
え
な
の
だ
ろ
う
。

　

さ
て
、
時
代
が
変
わ
り
、
科
学
技
術
が
進
歩
し
人
々

が
妖
怪
の
正
体
を
知
っ
た
現
代
、
果
た
し
て
、
鬼
は
い

な
く
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
昨
今
の
選
挙
を
見

る
と
き
、
フ
ェ
イ
ク
な
情
報
が
ネ
ッ
ト
に
拡
散
し
、
予

測
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
、
情
報
の
ア

ク
セ
ス
、
情
報
革
命
な
ど
、
多
く
の
恩
恵
を
も
た
ら
し

た
反
面
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
問
題
、
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス

の
拡
散
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
へ
の
影
響
な
ど
難
し
い
課

題
も
生
み
出
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
中
に
潜
む
、
見
え

な
い
正
体
が
、
人
間
社
会
に
予
測
不
能
な
社
会
現
象
を

起
こ
し
て
い
る
の
だ
。
こ
れ
こ
そ
「
現
代
の
鬼
」
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
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